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               論   文   の   要   旨 















り、今回検討した培養株の中では、単位菌体あたりのリン酸イオン除去量はLactobacillus casei JCM 1134株とBifi
dobacterium adolescentis JCM 1275株が高い値を有することを示している。また著者は、2-(4-amidinophenyl)-1H-in
dole-6-carboxamidine [DAPI]を用いて両菌株を蛍光染色した結果、菌体内にポリリン酸が顆粒となって蓄積するこ
とを明らかにしている。 




合体を形成するToluidine Blue O (TBO) を添加した寒天平板培地を用いて、著者が考案した半定量法に基づき、
高いリン蓄積能を有する単一菌を取得する）。著者は、本法により高いリン蓄積能を有するL. casei JCM 1134と














審   査   の   要   旨 
 









評価に使用されることも期待できる。著者が作製したL. casei JCM 1134とAloe Veraを組み合わせた 
Synbiotic素材（Sd）はin vitroの系ではあるが、市販のミルクや飲料などから従来のリン吸着
剤と匹敵するリン除去能を示しており、今後、in vivoでの研究が進む事により、実用的な利用も期待で
きる。特に、著者が提案している方法は、リン吸着剤のように医薬品ではなく、食品として使用可能であり、 
CKDの予防にも有用な可能性があり特許性も極めて高い。 
平成30年10月15日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及
び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。そ
の結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
